
名前：平林　純　（ひらばやし　じゅん）

所属：メーカ勤務

ア ク セ ス　Web : http://www.hirax.net　　　　　

メール : jun@hirax.net

プロフィール：　サイト "hirax.net" 上で数多くの雑

文を書いている。それらの雑文は流体力学や弾性体力

学など科学技術を駆使した「オッパイ星人の科学」「ス

クール水着の流体力学」「ミニスカートの幾何学 」「美

人の微分方程式」など、まさに何の役に立つのかわか

らないものばかり…。

■  「ハッカー」でない私ですが…

　高校時代の同級生だった川合 史朗さんからバトン

が回ってきましたが、私は「ハッカー」ではありませ

ん。コンピュータを使い出したのは '80 年くらい 1)

でしたから、コンピュータ歴だけは長いことになりま

す。けれど、プログラミングをしていたと言えるのは、

地震予知のための計測システム開発 2) のために C で

岩盤変形のシミュレーション・プログラム 3) を組ん

でいた大学院時代だけで、「ハッカー」の「ハ」の字

も知らないうちに現在に至ってしまいました。たまに、

遊びで小さなプログラムを作ることもありますが、ア

イデア一発型のネタばかり 4) で作った後はいつも放

置してしまう…という情けない状態です…。

　そんな私ですが、スイカに塩を振りかければより甘

くなる、という例もあります。ハッカー猛者の方々

に「ハッカーになれなかった人」が混じってみるのも

ちょっと面白いかもしれない 5) と期待し、ハッカー

の気持ちを適当に想像（妄想）しながら 6)、思いつ

いたことを書いてみます。

■ 「自分のための勉強」を楽しくやろう

　就職して数年した頃、「自分の知識・技術を向上さ

せる機会」や「考えたことを残しておく場所」がほと

んどないことに気づきました。そこで、自分が知りた

いことを定期的に学び・考えてみることにしたわけで

す。そして、その「学び・考えた」結果を残しておく

場として作ったのが、"hirax.net" です。ですから、サ

イト "hirax.net" というのは私にとって「自分のため

の勉強ノート」です。

　当初、この「自分のための勉強ノート」は勤務先の

イントラ内サイトとして作りました。しかし、企業内

インフラの利用制限が厳しくなってきたこともあり、

'98 年頃に勤務先のイントラ内部から外のインター

ネットの世界に引っ越して、現在の "hirax.net" にな

りました。また、それと同時に「自分のための勉強ノー

ト」の内容を「役に立たない ( ように見える ) こと」

に変えました。それは、「書く内容を業務から離れた

ものにする」ためです。企業内で研究開発という仕事

をしていると、やはり業務内容に近いことを考えてい

ることが多いわけですが、そういう内容を外で公開す

るわけにはいきません。そこで、( 勤める会社のため

でなく ) 自分自身のために「高度な技術」を勉強する

けれど、その技術を適用して考えてみる対象・内容は

「実利的には何の役にも立たないこと」にしよう、と

決めたわけです。

　その結果、流体力学のナヴィエ・ストークスの方程

式の解法プログラムの勉強をするけれど、その計算対

象は「スクール水着の周りの水の動き」であったり…、

有限要素法のプログラムを勉強はするけれど、その解

析対象は「女性のバスト」であったり「男性のアレ」

だったり、ということになってしまいました…。つま

りは、それが、"hirax.net" の「高度な技術を無駄に使

う」というスタイルです。そういうスタイルにしたこ

とで、「自分の勉強」を楽しくやることができました。

何しろ、難解な流体力学の教科書も（女性のバストと

同じような感覚を空気抵抗で再現することができると

想像すると）ワクワクする気持ちで読むことができま

すし、行列計算プログラムを作る作業も（女性のバス

1)　あまり表だっては言い

づらいのですが、秋葉原で

apple][ コ ン パ チ の 部 品 を

買って組み立て使っていた世

代です…。

3)　そのときに使った参考書

が「C 言語による有限要素法

入門」著者は ( 今ではベスト

セラー推理小説を量産する作

家として有名になってしまっ

た ) 森博嗣氏です。

2)　この研究を数年後に引き

継いでいたのが「スーパー・

ハッカー」近藤淳也氏です。

私とはまさに天と地ほどの差

がある方です…。

4)　 日 本 語 変 換 の ATOK に

Perl・Ruby・C などで各種拡

張機能をさせるプログラムと

か、ノート PC 内蔵の加速度

センサを利用して立体ディス

プレイモドキを実現するソフ

トとか…。

5)　なにしろ、川合さんが私

にバトンを放り投げた理由も

「見慣れた面子ばかりだと面

白くないので、趣向を変えて

( ハッカーというわけではな

いが ) 平林さんを」なのです

から… ＿ | ￣ | ○

ハッカー養成塾

6) 2006 年 3 月号で高林 哲

氏がハッカーの習性として

書かれていたハッカー精
神「深追い、佳境、バッド

ノウハウ」と共通するこ
と も あ る か も し れ ま せ
ん し →「 オ ッ パ イ 星 人
と バ ッ ド ノ ウ ハ ウ 」 を
参 考 に。 (http://shibuya.

pm.org/blosxom/techtalks/

bkcon_reviews.html)



トの変形を計算できると思えば）素晴らしく楽しい作

業に変わるのですから 7)。

■ 「やりたいこと」はやってみないとわからない

　「自分のための勉強ノート」ですから、いつでも私

は「自分がやりたい」勉強をしていました、と言いた

いところですが、そういうわけではありませんでした。

なぜかと言うと、「自分のやりたいこと ( 勉強したい

こと )」はこれだ、と自分でハッキリ明瞭に考えてい

たことはなかったからです。「( 自分がやりたい ) 何か

一つのこと」がよくわからないまま、「ずっと、その

場その場で気になったことを勉強して（遊んで）きた」

感じでした。その瞬間その瞬間の好奇心の赴くままに、

目の前の謎・パズルを（その秘密を解くことができそ

うな科学技術を勉強しつつ）、楽しみながら考え続け

るということを長く続けているうちに、自分のやりた

いこと、「楽しくなる科学技術」という方向性 8) がよ

うやく見えてきたというのが本当のところです 9)。

　「やりたいこと」をいきなり思いつき、一晩ノリノ

リ体力バリバリにプログラミングをして、それを作り

出すことができるスーパー「ハッカー」も世の中には

いるだろうと思いますが、私のように、「自分のした

いこと」を自分自身でもよくわからないという方も多

いと思います 10)。そんな人（時）は、とりあえず何

でもいいから続けてみるのもコツだったりするかもし

れません。そうすれば、「将来長い時間をかけて自分

がやりたいこと」も浮かび上がってくるし、そういっ

た「将来・現在やりたいこと」が「これまでにやった

こと」と繋がってくること 11) も多いと思うのです。

■ 「長く続ける」コツ 　

　「とりあえず何でもいいから続けてみる」と書きま

したが、「続けるということ」は実は難しいことだろう、

と思います。（飽きっぽさでは天下一品の）私が比較

的長く続けることができた理由の一つは、「その瞬間

その瞬間の好奇心の赴くまま」＝「いつでも、その瞬

間に好きなことを楽しんでいた」からだったと思いま

す。だから、飽きることなく（内容は実は変わってい

るわけですから）続けることができたわけです。

　「自分の好きなことをする」と長く続けることがで

きると思うのですが、そのためには「自分の好きなこ

とを見失わないようにする」ことが必要です。そして、

「自分の好きなことを見失わないようにする」ために

は、「他人の感想を ( あんまり ) 気にしない」という

ことが一番です。一回、自分のイメージをどん底まで

突き落としてみるのも良いかもしれません 12)。

　自分が「これは凄い！」と思うことが、他の人にとっ

ては「これ、何だか全然面白くないなぁ…」と感じら

れることはよくある話です。人それぞれ、好みも背景

も色々なことが違うのですから、それは当然です。「た

だ一つの正解があるようなこと」を追求したいなら別

だと思うのですが、そうでない「自分の好みを追求」

しようとするならば「他人を参考にして学ぶのは良い

けれど、あんまり他人の感想は気にしない」というこ

とが結構良いような気がします。他人の感想を気にし

すぎると否定的な感想に凹んでしまうこともあります

し、他人の期待に沿ってやることを変えていってしま

うと、いつの間にか「自分の好きでないあたり」まで

流れていってしまうことも多いと思います。

■ やっぱり他の人に伝えたいから「わかりやすく」

　他人は自分とは違うものですから、他の人をあまり

気にしないようにしたいと思ってはいます。それでも、

やっぱり「自分が楽しいと思うことを他の人に伝えた

い」とも思っています。自分が面白いと思うことを見

つけた時、それに共感してくれる人がいたらうれしい

ものです。他の人を過剰に気にしないようにした方が

いいとは思う一方で、「自分の考えたこと・感じたこ

とを他の人に伝え」「自分の作ったものを公開する」

上で「他の人にもわかりやすく・他の人が眺めやすい」

ようにしようという試行錯誤は続けています 13)。

■ 「バトン」が次に飛ぶ先は…？

　さて、次回へのバトンは増井俊之さんに渡そうと思

います。「わかりやすさ」「スーパー・ハック」を華麗

に両立させている増井さんの秘密を伺ってみたいと思

います。

10) 川合史朗さんが訳された

Paul Graham の「知っておき

たかったこと」には、若い人

がやりたいことを見つけるに

はどうしたら良いかが書かれ

ています。

9) 「数字がバラバラに書い

てあって、その数字を順
番になぞっていくと最後

に絵が浮かび上がるパズル」

みたいなものですね。

7)　男とはそういうものです

（女性読者の方々へ）。なお、

女性のためには、科学の粋を

凝らした「豊胸ブラジャー」

「美人化ソフト」も用意して

います。

8) ある女性編集者いわく「平

林さんのやりたいことは、科

学技術と男と女ですね、」だ

そうです。

11)　自分用のプログラム・

ライブラリを作っていくと、

作業が楽になるようなもので

す。

12) 私の場合、「オッパイ大

好きな変態じゃないの？」と

いうような感想を言われまく

りで、自分のプライドなんか

どっか遠くに消えていってし

まいました。その結果、他の

人の感想 ( 的確な指摘とも言

う ) を気にしないというワザ

が使えるようになったのです

…。

13) そんな「他の人に伝
える」ための試行錯誤の
結果、面白く人にわかり
やすくプレゼンテーショ
ンをするにはどうしたら
良いか？という内容の本
を技術評論社から近々刊
行予定です


